
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5 回 理事会  

日 時 平成 30 年 9 月 12 日 19：20～22：50 

場 所 和仁会病院 リハビリ室 

出席者 

理事：大山盛樹、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、志岐浩二、重松康志、 

永木照彦、大石勝規、浦川純二、小柳 傑、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史、木村勝志、樋口隆志 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）役員地区巡回に係る補正予算案について 

役員の地区巡回に係る地区活動費の補正予算を提出する。島嶼部については予算が決まり次第適時報
告予定。合計は 305.000 円。役員 3 名分の経費で予算立てしている。長崎・諫早地区は、役員 2 名と
志岐理事に動いていただき、3 名体制での補正予算となる。これを地区活動費の補正予算に計上した
い。審議の結果、提案通り可決された。 

２）第 30 回学術大会学会進捗状況並びにサテライト会場設置について 
標記大会について、演題募集期限は 9月 15 日までだが、目標数集まらなかった場合 10 月 13 日まで延
長。その際は協会ホームページへの記載と各施設へメール配信の予定。サテライト会場設置につい
て、メイン会場（医学部記念講堂）の収容人員は 400 名弱。今回 30 回記念大会で多くの会員参加が見
込まれる。メイン会場においては、大会長基調講演並びに日韓シンポジウム、学術講演 2 講演、県民
公開講座を予定しているが、参加者が多く講聴できない可能性があり、サテライト会場の設置をお願
いしたい。今回唯一実績のある NBC 興産に見積もりを取った。見積額は 129.600 円。審議の結果、提
案通り可決された。 

３）長崎市地域リハビリテーション活動支援事業（高齢者ふれあいサロン体力測定・評価）にかかるリハ 

ビリテーション専門職の派遣について 
長崎市から標記依頼あり。協力する必要はあるが考慮すべき点も多々ある。1.派遣する PT の質的問
題。2.従来から関わりのある施設についてどうするか。3.今回は長崎市のサロンだが、今後社協など
その他のサロンから派遣依頼があった場合の対処法。4.サロンは自主的な運営であり、関わり方や方
針を明確にする必要がある。5.本事業は地域リハビリテーション活動支援事業の一環であり、今後全
県下へ展開したときの対応を考える必要がある。地域リハビリテーション活動支援事業費でまかなう
事業。長崎市のサロンが 50 カ所以上、社協のサロンも 50 カ所以上、自主グループ 100 カ所以上で計
200 カ所以上。PT 派遣依頼は直接施設へ行く可能性が高いが、本会として質的担保を取るため研修会
を開く意向である。枠は介護保険研修会とする。審議の結果、提案通り可決された。 

４）九州ブロック理学療法士学会 2020 長崎（仮）の準備委員会、準備委員および日程等について 
標記学会について、準備委員会の設立と準備委員の選出について審議いただきたい。開催日を第 3 候
補まで挙げている。10 月を第一候補とし、予備が 9 月と 6 月。準備委員会のメンバーと役割につい
て、大会長に大山会長、準備委員長に重松理事、事務局から永木理事、学術局から浦川理事、運営局
から小柳理事を選出。加えて副大会長を三役から 1 人選出する。日程は三役にて検討。審議の結果、
提案通り可決された。 

５）九州 PTOT 合同学会 2018in 沖縄(役員行動出張費)について 
沖縄の合同学会の前日、士会長会議と PT・OT合同士会長会議、40周年功労表彰式・祝賀会が開かれ
る。記念式典に際し、本会から 6 名(大山会長、井手副会長、山下副会長、小無田事務局長、浦川理
事、塩塚相談役)が参加予定。その時の旅費・交通費の概算を提出する。理事 4 名は二泊するが、内規
上一泊分が当会拠出、理事 5名はレセプション参加費も発生。役員行動費として合計約 25万円の予算
を審議する。審議の結果、提案通り可決された。 

６）九州 PTOT 合同学会 2018in 沖縄 出張および準備資金について 
長崎での学会のため主な委員をする 3 名が標記学会を視察予定。3 名分の旅費、交通費、参加費等を計
上し、160,350円。また準備資金として 140,000 円の計 300,350円が必要。当会からの前借を検討する
が、可能であれば九州ブロック会からの借り入れが妥当。まずはそちらを優先し交渉する。審議は行
われず、今後は結果を報告する形となる。 

７）新入会員承認の件について 
入会 4 名 退会 3 名。審議の結果、提案通り可決された。 

８）キッズベースボールのサポートについて 
  高野連からキッズベースボールについて協力依頼あり。小学生低学年を対象とした事業。10月 14日開

催で県士会からスタッフ 5、6 名の協力依頼。事務局宛に公文書を出してもらい、事業予算を立て次
第、三役承認で報告とする。審議の結果、提案通り可決された。 

   



９）第 2 回学術研修会(理学療法士講習会)講師謝礼について 
   11 月に第 2 回学術研修会が開催される。講師の竹井先生は内諾済みだが、規定上謝礼は半日若しくは

1 日で 30,000 円から 60,000 円。講演は 1 日で 6 時間の講話となり、内規上 60,000 円までとなる。拘
束時間に対し謝金額が少ないとの講師意見あり。三役審議の結果、今回限り100,000円を考えている。
参加費 3,000円で定員 300人の予定。357,700 円の予算に対し見込み収益額が大きくなるが内規上は問
題ない。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）事務局からの報告事項 (①～③)について 

①昨年度の遊休財産額の保有制限判定における「超過」判定について、県医療政策課より理由と改善
策を求められ提出している。②西日本豪雨災害の見舞金について、九州ブロックと足並みを揃える形
で本会より 50,000 円拠出している。③第 47 回医療功労賞について、本会推薦者を塩塚氏に決定し、
締め切り当日に推薦書を提出し、受理された旨連絡を受けている。 

 ２）理学療法士会活動災害補償制度、創設のご提案について 

株式会社エヌ・エフ・エーから理学療法士活動災害補償制度についての提案と資料が届いた。そこで
現在当会が加入している傷害保険の詳細確認と見直しを検討中。会の活動中の怪我に加え、特定疾病
についても補償対象となる。今回は報告のみで今後検討予定。また、外部講師の移動の際、現在スタ
ッフが個人車両での送迎を行っているが、安全面や補償の問題から今後はタクシーチケットの利用を
進めることにする。 

３）九州ブロックスポーツ大会参加について 

標記大会は 11月 17日、18日熊本で開催予定。予算について、九州ブロックからの助成金 100,000 円
は前回と変わらず、長崎県 PT協会からの補正 150,000で計 250,000円の予定。今回はフラバレーボー
ル競技となる。 

４）九州各県士会学術研修会講師謝礼情報 報告について 

講師手当について現在の九州各県の規定を参考に見直しの必要性や適正金額等について検討。各県に
よって規定は異なり、講師の役職や立場によっても違う。長崎は一日毎の計算だが他県はほぼコマで
計算しており、本会規定を見直す方向で考えている。今回は報告であるが、今後必要に応じて案を作
成し、三役会や組織運営の方で話を揉んで年度内を目処に改訂する。 

５）H30 九州ブロック教育学術担当者会議報告の件について 

平成 30 年 8 月 4 日に福岡にて開催。理事行動費から旅費等を拠出いただいた。各県の学術局教育関係
の報告をした後、九州ブロックの学術活動の報告があった。今年度、当県は 12 月 16 日長崎医療技術
専門学校にて臨床実習指導者研修会を予定する。併せて県士会の臨床実習指導者研修会を 12 月 15 日
に予定とし、参加者は 100 名と見込んでいるので広報等もお願いしたい。15 日に並行して九州ブロッ
ク臨床実習指導者担当者会議を開催。その他、志岐理事から JPTA の粕谷氏とのやり取りを報告。九
州理学療法士学術大会は来年鹿児島で開催する。（黎明学会）長崎は 2020年の開催予定である。 

６）新生涯学習システム概要(案)報告の件について 

JPTA の拡大生涯学習システム検討委員会に参加した。ある程度話が固まってきたので報告する。｢研
修理学療法士｣と言われるところが前期研修にあたる。その後登録までの間がただの｢理学療法士｣とい
う名称。前・後期研修が終わった後の登録となるが、その後 5 年毎に免許更新する形。｢指定理学療法
士｣とは推進リーダー制度のこと。｢総合理学療法士｣という総合診療科のようなイメージの理学療法士
を養成するコースをつくり、広告ガイドラインに乗せる意向である。前期研修の実技研修は OJT にあ
たる。Step1 が 8 時間、Step2 が 40 時間。所属施設で｢登録理学療法士｣以上がいれば Step1,2 ともに
自施設で賄える。一人職場などに関しては近隣の登録理学療法士以上がいる施設に出向き、48 時間の
研修を受ける形と、見学のみ受け入れてくれる施設で 40 時間プラス士会研修を 8 時間受ける形があ
る。士会研修については今後検討が必要。指導者となる暫定の｢登録理学療法士｣については 6000 時間
以上の臨床経験時間が要件。後期研修のカリキュラムに、領域別研修事例とあるが、その際「内部障
害系理学療法学」、「運動器系理学療法学」、「神経系理学療法学」の事例検討を行う必要あり。座
長が認定を持っていることが要件で、県士会の地区研修会や仲間内の研修会、病院内での事例検討会
でも可とのことで質の担保が疑問。 

７）ダイハツ地域密着プロジェクト報告について 

ダイハツとタイアップした地域密着プロジェクトを 6月 28 日に開催。PTは運転姿勢と反応に特化した
測定と運動指導を実施。収支について、残金が 25,000 円で 10 月 18 日に佐世保大塔店で行われる秋の
部に回す。2 つの雑誌が取材予定。来年度は長崎市での開催を検討し、打診しているが未定。ぴーかん
てらすにも掲載予定。 

８）全国高校野球選手権長崎大会メディカルサポートについて 

標記大会が 7月 6～22日にかけて行われ、サポートを実施。2年前から全日程対応している。平日はス
タッフが少ない。スタッフの増員と知識・技術の底上げが課題。4 名対応の予定が 3 名となり、予算と
実際の経費に差が出た。今後予定の人数を集めること、予算に沿った運営が送れるよう努力する。 

９）高校総体サッカーメディカルサポートについて 

標記大会が 6 月 2、3 日佐世保にて行われ、サポートを実施。こちらは平日対応できず、2 日間のみの
対応となった。 



１０）平成 30 年度第 1,２回大村・東彼地区研修会終了について 

第 1回は 7 月 21 日 13:30 から大村市中央公民館にて開催。テーマは「脳卒中肩関節に対する肩装具・
エアスプリントを用いた積極的装具療法の提案」。参加者は 20 名と少なく、広報が今後の課題。ホー
ムページ上の研修会案内について、本会主催ではなく一個人病院が行っている研修会と思ったとの指
摘あり、今後は修正予定。第 2 回は 8 月 25 日に実施。テーマは「変形性膝関節症の理学療法～外部膝
関節内反モーメント(KAM)から考える評価と治療～」。参加人数は 44 名。テーマと取得できるポイ
ントの分野が分かりにくく、今後は分野に応じてわかりやすいテーマを付けるよう検討。 

１１）田中まさし先生来崎について 

10月 14 日～16日にかけて来崎。14日に到着し、15日に自民党長崎県連訪問、午後から長崎リハビリ
テーション学院にて講義後、佐世保へ移動し施設訪問の予定。16 日は県北地区をラウンドし、その後
佐賀県へ移動する流れ。ラウンド先は現状未定で当該地区の先生方にお願いしている段階。管理者研
修は全県に向け、志岐理事の臨床実習研修とタイアップ。NPTA の別事業となり新たな予算が必要。
講師は田中先生と志岐理事の 2 人を予定。 

１２）長崎市地域リハビリテーション活動支援事業（高齢者ふれあいサロン体力測定・評価）について 

地域包括ケアシステムが全国的に取り組まれている。高齢者の増加率は長崎県で約 1.25 倍。基本チェ
ックリストを用いたハイリスクアプローチ中心だったものが住民の自助による介護予防活動や他職種
助言による介護予防、自立支援に向けた地域ケア会議の取り組みといった実践事例が生まれた。介護
予防への重点的な取り組みや保険者のリーダーシップなどで成功した和光市を厚労省が取り上げ、全
国への普及展開を進めている。平成 30 年、モデル事業の 10 か所から始め、平成 32 年には全国 1718
か所を目指している。都道府県レベルでは専門職の育成、市町村では地域ケア会議の開催と自立支援
型の介護予防ケアマネジメントの実施、住民主体の介護予防活動の促進が求められる。介護予防の取
り組みにおける専門職のスキルアップと啓発活動になるが、長崎市は理学療法士協会、作業療法士会
単独でなく 4団体に投げかけている。市内で働いている人が対象。会場のキャパシティは 150人。応募
締め切りは 9月 22日。今後は 4団体だけでなく、広く募集することも検討。 

１３）会費未納者リストと今後の対応について 

   JPTA から退会者リストが届いた。最終的に長崎県内では 59 名が未納退会。6 月 21 日時点での未納者
は 132 名で 6 月中の入金を促す文書を長崎県士会事務局から未納者全員に送付、それでも入金の無い
59 名について、7 月に未納退会とする処理を実施した。今後未納者に対する作業は 6 月になる。前納
制となる 3月から 6月までの 3か月間で未入金だった場合に未納退会となる。2年前から役員による電
話連絡を始めたが、今回は文書での通知を実施。来年の 5 月、6 月時点での未納者の状況で対応を考え
る。未納者は未納分を払えば復会できるが生涯学習ポイントなどは全てリセットとなる。地区勉強会
の受付等で｢会員カード｣によるポイント確認は出来るが、会費未納者としてのチェック機能は無いた
め、人的対応が必要となる。学会の発表で筆頭演者が非会員であればノーエントリー。共同演者の場
合は問題としない。 

１４）その他の報告事項について 

・10月に JPTAの組織運営協議会がある。組織運営から旅費の支出は 2 名分で大山会長と志岐理事が参
加予定。同行予定の山下副会長の分は NPTAからの支出で 70,000 円程度。 

 


